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ビタミンＨ製剤�
�

【組成・性状】�
１．組成�

　ビオチン散０.２％「フソー」は１ｇ中ビオチン２ｍｇを含む散剤である。�

　添加物として乳糖水和物，トウモロコシデンプン，結晶セルロース

を含有する。�

２．製剤の性状�

　ビオチン散０.２％「フソー」は白色の散剤である。�

　識別コード（分包品）：ＦＳ－Ｂ０４�

�

【効能・効果】�
　急・慢性湿疹，小児湿疹，接触皮膚炎，脂漏性湿疹，尋常性
　瘡�

�
【用法・用量】�

　ビオチンとして通常成人１日０．５～２ｍｇ（本剤０．２５～１ｇ）を
１～３回に分割経口投与する。�
　なお，年齢，症状により適宜増減する。�
�

【薬効薬理】�
　ビオチン（ビタミンＨ）はカルボキシル基転移に関与し，ａｃｅｔｙｌＣｏＡ�

ｃａｒｂｏｘｙｌａｓｅ，ｐｒｏｐｉｏｎｙｌＣｏＡｃａｒｂｏｘｙｌａｓｅ，ｐｙｒｕｖａｔｅｃａｒｂｏｘｙｌａｓｅな

どの酵素の補酵素として作用する１）。�

　ビオチンは主として腸内細菌によって合成されるため，食餌性のビ

オチン欠乏症の自然発生はないと思われる。実験的欠乏症によれば卵

白配合食飼育ラット２）（吸収障害）及び抗菌剤配合食飼育マウス３）�

（合成障害）において発育抑制，皮膚炎，脱毛，粗毛，異常姿勢及び

痙れん歩行などの症状が発現する。ヒトにおいても卵白食摂取により

皮膚炎のほかチアミン欠乏症に類似した症状が観察されている４）。�

　これらの症状はビオチンの投与によって改善することが示されてい

る。�

�

【有効成分に関する理化学的知見】�
一般名：ビオチン�

化学名 ：５-［（３ａＳ，４Ｓ，６ａＲ）-２-ｏｘｏｈｅｘａｈｙｄｒｏ-１Ｈ -ｔｈｉｅｎｏ［３，４-ｄ］ｉｍｉｄａｚｏｌ-

　　　　 ４-ｙｌ］ｐｅｎｔａｎｏｉｃａｃｉｄ�

構造式：�

�

�

�

�

�

分子式：Ｃ１０Ｈ１６Ｎ２Ｏ３Ｓ�

分子量：２４４．３１�

融　点：約２３１℃（分解）�

性　状：白色の結晶又は結晶性の粉末である。水又はエタノール（９９．５）

　　　　に極めて溶けにくい。希水酸化ナトリウム試液に溶ける。�

�

�

【包　　　装】�
  ５００ｇ�

  ０．５ｇ×２０００�

  ０．７５ｇ×２０００�
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ビオチン散 0.2％「フソー」�
Biotin  Powder 0.2%  Fuso  
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